
【研究ノート】

伊勢神宮における鳥名子舞

今 由 佳 里

は じ め に

伊勢神宮の歴史は古く�����年以上の歴史を遡ることができる�その間�神
宮では様々な儀式が執り行われてきた�そこには�祭祀に付随する音楽が数多
くあり�御神楽み かぐ ら

はその代表的なものといえよう�明治４年の神宮大改革によっ
て�神域に神楽殿が造営され宮廷の神楽が採り入れられた�そのことによって
それ以前伊勢神宮に伝えられてきた神楽鳥

と

名
な

子
ご

舞
まい

は多くの人々の記憶から葬り

去られることとなった�鳥名子舞は�明治６年６月��日付で神宮司庁から廃止
を宣告された�しかし�その歴史を遡れば����年という長い時間を有する皇大
神宮 (内宮)・豊受大神宮 (外宮) における神楽舞であったのである�
本稿では�鳥名子舞について先行資料を基にその概要について整理したい�
１. 鳥名子舞の沿革

前述したように�鳥名子舞は����年という神宮の歴史の半分以上を占めてい
る貴重な舞である�鳥名子舞の最初の記述は����年の 『儀式帳』 に見られる�
それは�鳥名子舞に際し鳥名子料を給したという記録である�その後の 『延喜

式 (���)』 においても�鳥名子舞奉仕者へ青摺衣装などの料布に関することが
記されており�古くから神宮に奉納されていた神楽舞であることがわかる�こ
の舞の起源は�天岩戸の前で鶏を鳴かせながら舞い踊ったアメノウズメノ命の
歌舞であったとも�伊勢の風俗舞であったともいわれている�なお�鳥名子の
名義に関しては諸説が見られるが�この天岩戸の故事に基づく ｢常世の長鳴鳥

に擬して舞う｣ という説が有力とみなされるであろう１�古代には ｢鳥子名｣

― 137 ―



という名での記録も残されている�
『外宮今式』 には ｢鳥名子�七歳から十四五歳に至るもの七八人�故障あり

て�即ち四五人来り勤む (後略)｣ と記載されている�また 『神宮諸雑事記』

には�舞奉仕の童について ｢七歳から十四歳までの童子七人｣ とする記録が残

されている�さらに近年編まれた 『神宮を中心としたる御神楽を偲ぶ座談会』２

では�幼い頃鳥名子舞を舞った舞人が�｢『ひよこ』 は十が一番大きく�大抵は
六つ位でした�各字に十六七軒宛ある鳥名子組の中から交替に選ぶのですが�
一字で四名揃へるのはむづかしかったものです｣３ と答えている�これらのこ
とから�鳥名子の年齢構成は�その時々の鳥名子組に属する童子の年齢に拠る
ところが大きく�凡そ６歳から��歳の童子によるものであったといえる�しか
し�鳥名子の幼さから儀式の静粛さに欠けるという苦情が神宮から出されたと
いう記録もあり���歳未満の童子は今後連れてこないという 『詫状一札』 を認

めたという経緯も残っている４�
なお�鳥名子舞は俗に ｢ひよひよ舞｣ 或いは ｢ひよひよ神事｣ とも呼ばれた�
これは�歌曲にあわせて ｢ひよひよ｣ と唱えながら舞ったためという説や�笛
生の吹く竹笛の音が ｢ヒヨヒヨ｣ と聞こえることからという諸説が見られる５�
なお�鳥名子舞において舞を担当した童子を ｢ひよこ｣ と称していた�
この舞の奉納は�明治６年６月��日に神宮司庁から鳥名子総代への ｢鳥名子

廃止之事｣ という達しによって終わりを告げた�
２. 鳥 名 子 組

三重県度会郡玉城町には�かつて山神・積良・矢野・野篠・蚊野・東原とい
う村があり�ここには�神宮の三節祭 (神嘗祭と六月と十二月の月次祭) と遷

宮に際して鳥名子舞を奉納する鳥名子組があった�この鳥名子舞を奉納する家
柄は�世襲されていた�また�鳥名子組の束縛は強く�長男以外の養子先�娘の
嫁ぎ先に至るまで�鳥名子組内で縁談がとりまとめられていた�鳥名子組は�
神役人とも称し�高い身分を有していた�また�鳥名子組へは�神事料として
鳥名子田が与えられ経済的に相当な庇護を受けていた�しかし乱世とともに鳥
名子田は失い�その身分は保証されぬようになっている�
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廃絶直前の鳥名子組の身分に関して�興味深い記録がある�それは�その当
時に鳥名子舞を勤めていた鳥名子の言によるもので ｢宮川を渡る時�大水が出
て居ても�鳥名子組だと云ふと船を引き戻して乗せてくれるほど威勢がありま
した (増田三治郎：度会郡外城田村蚊野)｣ ｢挟箱には 『太一御用』 の門が置い

てあるので�どんな大水でも乗せてくれたのです (西野武市：度会郡外城田村

東原)｣ という発言の記録である�このことによって�この当時には既に身分
の回復がなされていたことが示唆される�
３. 鳥名子舞の次第

伊勢の神宮では�神事芸能として行われる神楽として倭舞・五節舞・鳥名子
舞があった�『建久年中行事』 には�｢古来伊勢神宮三節祭には�奉幣後外玉垣
御門前で禰宜などは倭舞を奉仕し�その妻女は五節舞を舞い�神領の童子が鳥
名子舞を舞う｣ という記述が見られる�同様に 『神宮祭祀の研究』 には�｢古
儀においては倭舞・柏酒・五節舞・鳥名子舞を含めた御遊がくりひろげられて

いた�すなわち荒祭宮の祭儀が進むと勅使・宮司以下は直会殿の座につき酒食
の饗膳をかこみ�ふたたび中重に参入して倭舞をつとめ�酒立女から柏酒を受
ける�さらに禰宜・内入の妻女の舞�斎宮女官の五節舞�荒木田本郷の風俗舞
ともいうべき鳥名子舞へとひき継がれてゆく｣ という記述が見られる�
また�寛文六年六月三日 (����) 鳥名子組から神宮への願書によると ｢神事

五日前には火を清め矢野村の巫女がけがれを払い�前日には二見浦に泊まって
沐浴潔斎して参宮の後神事を勤めた｣ という�神事までの一連の流れを記した
文献も見られる�
廃止が通達される鳥名子舞終焉の時期に�実際にひよこを経験した森井三治

郎は 『神宮を中心としたる御神楽を偲ぶ座談会』 の中で鳥名子として奉仕する

際について以下のように述べている�
家では�三日許り前から特別の風呂をいらして戴き�親共に連れてもらひまして�

仲間が十五六人と ｢宇仁館｣ に泊まることになって居ました�日が暮れると�神宮か
ら誰かがお呼びになって�それから酉の刻 (午後６時) 前にずつと外宮へ参って�御
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門前の左手の所に座らせて貰ひました�その前の鳥居 (中重鳥居) の両側には�御禰
宜さんが居られまして�色々と奥へ入つて行かれる方もありましたが�居られる人も
ありました�一時間許りするとお呼びになつて�あの御門 (内玉垣御門一名玉串御門)

の側へいきます�四人の 『ひよこ』 (鳥名子舞幼童の俗称) が居まして�そして有體に
云ひますと�四人がくるくる三回廻り�廻り終わって行違ひになり�かう鳥の真似と
云ふのか�三度俯向きます�俯向くとき�ピィーイ�ピィーイ�ピィーイと笛を鳴らし
ます�それを鳴らす人は�東原 (東外城田村大字東原) の者であります�さうすると
又立って�三回廻り�行違ひになり�三度禮をして�それからもう一遍同じ事をやり�
都合三やつて�そして退つて参るのであります�

『神宮を中心としたる御神楽を偲ぶ座談会』 より

森井は�鳥名子舞を奉納したのはニの御門 (内玉垣御門�一名玉串御門) の
前であったことを明言している�鳥名子舞は���日に豊受大神宮���日に皇大
神宮で奉納されるのが昔からの慣例であった７�
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４. 鳥名子舞の歌詞

舞歌については�時代によって変遷がみられる�以下は 『皇大神宮年中行事』
に採録されているものである�
酉の刻�瑞垣御門外側に参候して�以下六首の歌を奉納する�
志太良
し だ ら

うてと 父
てて

が宣
のた

へば うち (打ち) はんべり 習ひはんべり

袙
あこめ

の袖
そで

破れてはんべり 帯にやせむ 襷にやせむ いざせむ

いざせむ 鷹の緒にせむ

志太良 走りうち 大津の浜へいかば 逢ふもの買はめ 立ち漕かむ率
さ

志太良は 米
よね

買はば 酒
さけ

汲みあげて盛
も

れ 富の使ぞ

池掘られよ 蓮
はちす

は我植ゑむ 蓮がうへに 並倉
なめくら

建てられよ

いざ立ちなむ 鴛鴦
を し

の鴨鳥
かもとり

水まさらば 富にもまさらむ

その後�斎王候殿と舞姫候殿の中間で以下の十二首が奉納される�
天
あめ

なるやゃ 雁
かり

が中なるや 我
われ

人の子 さあれどもや ゃ

雁が中なるや 我人の子

道のへの こ橘を ふさ折り待つは たが子なるらむ

遠江 いなさの山の 椎が枝
えだ

を ふさ折り待て はゐまろもとる

いよよとぞいふ 君が代は 千代とぞいふ 千代とぞいふ

紫の帯を垂れて いさや遊ばむ

大宮の 前の麁簾
あられすだれ

あられあられ 我
わ

が通へば妻も侍
そろ

ふ

大宮の 前の河のごと 河の長さ 命も長く 富
とみ

もし給へ

山河に 住むや 鴛鴦
を し

のめ鳥
とり

汝
まし

や このよに 七度
ななたび

妻ごひやする

山河に 立てる くろめすこめ まさふくや よきこに

手をとりかけて いさや遊ばむ

みなみな鳥は 雁にぞある 霰ふり 霜置く夜も 夜床定めず
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大川柳 葉広く立てる 大川柳 よきあ子に 手をとりかけて

いさや遊ばむ

浜にいでて 遊ぶ千鳥 なぞあやもなき 小松が上に 綱なおかれそ

橘が もとに道を踏みて かうばしや わが通へばぞ 妻も侍
そろ

ふ

これらを歌舞した後 ｢アマノオヒアマノオヒ｣８ という呪言を三度唱える�
歌詞の意味についてここでは詳説しない�冒頭に現れる ｢しだら｣ とは手拍

子のことである�そのことばの起源については定説がない�楽を設けると記す
三河国の設楽 (しだら) をかけあわせ�歌舞に関係したことに相違ないという
解釈が文献９ には見られる�また最後の歌については�鴨に ｢倉を建てるから

退きなさい｣ と呼びかけて終えている�これは�鳥名子舞を行う自分たちもこ
れで退出するという意味をかけており�舞の終わりを示唆している���
なお安永 (����－��) から文化 (����－����) を生きた祢宜中川経雅の随筆
の中には鳥名子歌として ｢ヨキカコ (好篭) ニテ�オトリ (媒鳥) カケ (掛)

テ�イサ (率) ヤアソハム (将遊)｣ という記録��が残されており�時代によっ
て歌詞が変遷していることがわかる�
５. 舞 振 り

舞振りに関しては ｢３. 鳥名子舞の次第｣ の項でも多少触れた�具体的な動
きとして 『神宮諸雑事記』 には ｢鳥名子等組手を廻した後頭を一所にあつめて

伏し�その後起きて各手を合わせて退出する｣ と記されている���また近世の
舞振りとして ｢四人がくるくる三回廻り�廻り終わつて行違ひになり�かう鳥
の真似と云ふのか�三度俯向きます�俯向くとき�ピイーイ�ピイーイ�ピイー
イと笛を鳴らします｣��という記録が残されている�舞は�歌いながら舞ったの
か歌の後に舞ったのか不明である�なお装束については�鳥名子の童子は�青
色の水干に紫の帯を垂れ�鶏の冠をいただいた装束を身に付けていたという記
録が残されている�
以下図２は�『神都名勝誌』 に掲載された鳥名子舞の様子である�

皇學館大学教育学部研究報告集 第１号

― 142 ―



６. 鳥名子舞に用いられる音楽

舞振りや歌譜に関する記録は中世の時に失われた���鳥名子舞は一時期断絶
した後�近世に再興され明治時代に至ったといわれている�近世以降再興され
た歌詞に関しては記録がいくつか残されているものの�音の動きを表した音譜
は残されていない�
鳥名子舞には�歌や笛�琴が付随していた�これらの音楽は�主に東原の土

地のものが担当したといわれている�その楽器構成は弾琴ことひき

２人�笛生ふえふき

２人�歌うた
長
おさ

２人というものである�しかし�時代によってその編成は多少異なっている
であろう�因みにこの構成に伴われる舞は�童男童女��人である�弾琴と笛生
を勤めるのは東原�歌長は野篠の長おし氏 (中村家) が代々世襲していた���
琴に関しては�鵄とびの尾琴をのこと

が用いられたことが記載されている�この楽器の名称
は�琴頭が鳥の尾羽のように見えることに由来している�平安時代から神宮の
神宝��種の一つに数えられており�神宮徴古館(三重県伊勢市)には現在�豊受
大神宮へ昭和��年に調進し�平成５年に撤下された鵄尾御琴が展示されている�
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中世の鳥名子舞で用いられた琴に関して ｢このことは�倭舞や五節の舞の時
に用いた同じ琴で�忌火屋殿に置いて神聖視した呪力ある琴だ｣��という記述
も見られる�
近代になると楽器の数は減少してきたのではなかろうか�その根拠は近年編

まれた 『神宮を中心としたる御神楽を偲ぶ座談会』 の中に�笛以外の楽器につ
いて言及されていないことにある�前述したひよこ経験者の森井は�鳥名子舞
で奏される楽器に関して�笛についてのみ発言している�時代の変遷により�
持ち運びに不便な琴は用いられなくなっていったのかもしれない�また笛譜に
関しても記録がない�笛を担当していた西野武市は座談会において ｢笛はほん

の 『三文笛』 でして�大きな笛であるとピーピーという音が出ませんので�お
恥ずかしいことですが�ピーとなる三文笛でした｣ と発言している�余談とな
るが�東原では笛生の地位は�他家よりも上位にあった�
当時�ひよこを経験した増田と笛を担当していた西野では���歳の年の差が

確認できる�したがって�舞は童男童女が担当していたが�笛に関しては大人
が担当していたと考えられる�
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お わ り に

鳥名子舞は�歌詞や舞振りなど時代によってその形態を変えつつ�近年まで
残った貴重な神事芸能といえよう�本稿では�現在資料も少なくなりつつある
鳥名子舞に関して少しでも多くの人に�その存在を知ってもらいたいという願
いを持って�その概要について述べた�
今後は�神宮で行われているさまざまな御神楽について研究を進めていきたい�
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刊行会, ����, ����������� 金子延夫 『玉城史草 田丸合戦と鳥名子組』 玉城郷土会, ����, ������ 神宮神部署, 同掲書, ����� 中西正幸, 同掲書, ������ 弾琴と笛生を勤めるのは東原, 歌長は野篠の長おし氏と記しているのは 『玉城
町史 第１巻 ―南伊勢の歴史と伝承―』 である�『三重県 玉城町史

上巻』 ｢第２章古代 第６節伊勢神宮にかかわる事項｣ には, ｢東原の人は,

歌長・弾琴・笛吹を勤めたのである｣ との記載が見られる��� 『神宮御神宝図録』 神宮徴古館農業館, ����, ����
神宮徴古館に展示されている鵄尾御琴は,長さ�������, 幅 (最大)������
である�琴本体は桧造で, 面を朱漆, 側・腹面は黒漆で塗り分けている�
琴柱は黒柿, 琴軋は水牛の角で作られている��� 掘田吉雄, 同掲書, ����
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